
１年目

除雄・交配 収穫 採種

２年目

播種 育苗 定植 樹体生育

３～５年目

開花・結実
品質調査
（一次選抜）

DNAマーカー選抜

定植

有望性の高い
個体群から選抜

マーカー選抜

不要形質を
定植前に淘汰

選抜

課題名：ＤＮＡマーカー選抜技術によるブドウ・モモ新品種育成技術の開発（令

７～９） 

 

内容：ブドウの育種では高温下でも着色が安定する大粒系品種、モモの育種では

白肉で花粉を有する早生から極晩生までの様々な熟期の品種が望まれて

います。生物科学研究所と共同で開発したＤＮＡマーカー選抜技術を育種

の過程に取り入れると、実験室の小規模なスペースで大量の個体群から有

望性の低い個体を予め淘汰し、有望性の高い個体のみを圃場に定植するこ

とが可能となり、優良個体を効率的に選抜できます。そこで、育種の過程

にＤＮＡマーカー選抜技術を取り入れ、多数の個体を同時処理するブドウ、

モモの新品種を育成する技術を開発します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

果樹研究室ＨＰへ 

農業研究所ＨＰへ 

 

https://www.pref.okayama.jp/page/853431.html
http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/

